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隠岐の島町いきいき里まつり

10月30日（仁万の里敷地内）

健康長寿しまねマスコットキャラ

クター「まめなくん」もかけつけ、

健康増進をＰＲしました。

暮らしを守る命綱
人々の生命と暮らしを守る消防士の
皆さんの活動を紹介します

隠岐ジオパーク ロゴマーク決定
（冬季）にぎわい商品券が発売されます
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隠岐ジオパーク ロゴマーク決定
（冬季）にぎわい商品券が発売されます



消
防
の
組
織
と
仕
事

隠
岐
の
島
町
及
び
島
前
３
町
村
で
は
、

隠
岐
広
域
連
合
に
消
防
組
織
法
に
基
づ
く

消
防
本
部
と
隠
岐
島
消
防
署
を
設
置
し
、

様
々
な
災
害
や
事
故
か
ら
町
民
の
皆
様
の

暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
救
助
・
救
命

活
動
に
よ
り
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の

業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

組
織
と
し

て
は
、
消
防
本

部
は
、
全
体
を

統
括
し
、
各
消

防
署
は
そ
れ
ぞ

れ
の
区
域
を
担

当
し
て
い
ま
す

が
、
隠
岐
地
域

で
は
、
消
防
署

は
隠
岐
島
消
防

署
の
一
署
の
み
を
設
置
し
、
島
前
に
分
署

と
出
張
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
業
務
は
、
消
防
本
部
の
業
務
と
隠

岐
島
消
防
署
の
業
務
と
を
、
職
員
が
兼
務
し

な
が
ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
職
員

は
、
火
災
発
生

時
の
消
火
活

動
や
救
急
救

助
活
動
の
他
、

予
防
業
務
・
点

検
業
務
、
様
々

な
事
務
手
続

き
、
経
理
等
に

至
る
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
迅

速
で
適
確
な
消
火
・
救
急
活
動
を
行
う
た

め
の
訓
練
を
日
々
、
繰
り
返
し
行
な
っ
て

い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
隠
岐
島
消
防
署
の

主
な
業
務
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

暮らしを守る命綱
人々の生命と暮らしを守る消防士の
皆さんの活動を紹介します

特 集こ
れ
か
ら
�
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
�

火
災
に
よ
る
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
は
�

日
頃
か
ら
町
民
の
皆
様
ひ
と
り
一
人
が
�

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
�

そ
の
一
環
と
し
て
�今
回
の
特
集
で
は
�

火
災
時
の
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
�
火
災

の
予
防
活
動
や
点
検
�
救
急
搬
送
等
様
々

な
業
務
を
担
い
�町
民
の
皆
様
の
﹁
生
命
・

身
体
・
財
産
﹂
を
守
る
消
防
士
の
皆
さ
ん

の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
�

隠岐広域連合

隠岐島消防署（隠岐の島町を管轄）

島前分署
（島前３町村を管轄）

海士出張所
知夫出張所

隠岐広域連合消防本部

警防課

警防係

救急救助係

通信指令室

予防課

予防係

危険物係

総務課

庶務係

経理係

城北町にある隠岐島消防署隠岐島消防署内の様子

１１月９日に行われた防火パレード出発式の様子
（サンテラス駐車場）
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こ
れ
か
ら
�
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
�

火
災
に
よ
る
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
は
�

日
頃
か
ら
町
民
の
皆
様
ひ
と
り
一
人
が
�

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
�

そ
の
一
環
と
し
て
�今
回
の
特
集
で
は
�

火
災
時
の
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
�
火
災

の
予
防
活
動
や
点
検
�
救
急
搬
送
等
様
々

な
業
務
を
担
い
�町
民
の
皆
様
の
﹁
生
命
・

身
体
・
財
産
﹂
を
守
る
消
防
士
の
皆
さ
ん

の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
�

消
火
活
動

火
災
の
状
況

や
周
囲
の
状
況
を

踏
ま
え
、
被
害
を

最
小
限
に
お
さ
え

る
よ
う
消
火
活
動

を
行
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
の
火
災
発
生
件
数

火
災
原
因
調
査

火
災
の
状
況
、
原
因
を
調
査
す
る
こ
と

は
、
火
災
予
防
や
消
火
活
動
の
た
め
に
重

要
な
業
務
で
す
。

平成18年

建物火災 その他の火災
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平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
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年

平
成
21
年

平
成
22
年

急病

交通事故

一般負傷
合計
５３１件

その他

単位:件
330

42

66

93

放水訓練の様子。

単位：件

避
難
訓
練
・
防
火
指
導

法
令
に
基
づ
き
定
期
的
に
避
難
訓
練
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
施
設
、
事
業
所
へ
の

指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
集
落
、

地
区
、
職
域
単
位

で
の
消
火
避
難
訓

練
や
防
災
講
習
会

の
開
催
も
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
要

望
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

防
火
訪
問

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
等
を
訪
問

し
、
火
災
防
止
の
た
め
の
助
言
な
ど
を
行
い

ま
す
。消

防
同
意

人
命
や
財
産
を
守
る
観
点
か
ら
建
築
物
の

新
築
や
増
改
築
を
す
る
場
合
、
設
計
の
段
階

か
ら
関
与
し
、
防
火
に
関
す
る
法
令
等
に
適

合
し
て
い
る
か
検
査
を
行
い
ま
す
。

警
防
調
査

消
防
に
は
火
災
、
救
急
の
ほ
か
各
種
災
害

時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
普
段
か
ら
水
利

（
防
火
水
槽
、
河
川

等
）、
道
路
、
住
宅

な
ど
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

各地区で開催する防災講習
会の様子。防火水槽を点検する様子。

立
入
検
査

（
防
火
対
象
物
、危
険
物
施
設
、火
薬
、高
圧
ガ
ス
）

病
院
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
不

特
定
多
数
の
人
に
利
用
さ
れ
る
防
火
対
象
物

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
工
場
等
の
危
険
物

施
設
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
沿
っ
て
消
防
用

設
備
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
、
避
難
通
路
に

障
害
物
が
な
い
か
な
ど
、
定
期
的
に
立
入
り

検
査
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

違
反
が
あ
れ
ば
指

導
、
行
政
処
分
を
行

な
っ
た
り
し
ま
す
。

火
災
予
防
の
重

要
な
業
務
で
す
。

町内の店舗を立ち入り検査
する様子。

水利確保にご協力ください
署員からの

お願い

火
災
発
生
時
に
は
、
消
火
活
動
の

た
め
の
水
の
確
保
が
非
常
に
重
要
で

す
。
各
地
区
に
は
消
火
栓
や
防
火
水

槽
が
設
置
さ
れ
、
水
利
を
確
保
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
近
く
に
車
両

等
を
駐
車
し
た
り
、
物
を
置
い
た
り

す
る
と
、
吸
水
が
出
来
ず
、
被
害
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
利
施
設
の
近
く
に
、
車
両
等
を

駐
車
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

隠岐島消防署

消防士

岩水賢太郎さん

住宅火災を防ぐ９つのポイント

～３習慣と６対策～

【３つの習慣】
①寝たばこやたばこのポイすては、絶対にやめま
しょう。

②ガスコンロ等のそばを離れる時は、必ず火を
消しましょう。

③ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用しましょう。

【６つの対策】
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置しましょう。

②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐた
めに、防炎品を使用しましょう。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
等を設置しましょう。

④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくりましょう。

⑤電気器具のたこ足配線はやめましょう。
⑥子どもには、マッチやライターを触らせないよ
うにしましょう。

消
火
・
防
火
活
動

3



救
急
活
動

隠
岐
の
島
町
で
は
年
間
５
０
０
件
を
超

え
る
救
急
出
動
が
あ
り
ま
す
。

救
急
の
患
者
さ
ん
を
正
確
な
観
察
と
的

確
な
処
置
に
よ
り
、
い
か
に
早
く
病
院
ま

で
搬
送
す
る
か
が
重
要
で
す
。

救
急
隊
に
は
救
急
救
命
士
国
家
資
格
を

持
っ
た
隊
員
が
お
り
、
症
状
等
に
よ
っ
て

は
、
病
院
救
急
医
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

救
命
処
置
を
施
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
医
師
の
判
断
等
に
よ
り
本
土
の
専

門
病
院
へ
緊
急
搬
送
を

要
す
る
場
合
に
は
、
消

防
か
ら
関
係
機
関
（
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
、県
防
災
ヘ
リ
、

自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、

本
土
側
消
防
な
ど
）
へ
依

頼
・
調
整
し
、
搬
送
手

段
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
内
容
別
出
動
件
数

ドクターヘリ要請訓練の
様子（総合運動公園）

救
急
・
救
助
活
動
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66
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救
助
活
動

火
災
、
事
故
、
各
種
災
害
時
に
現
場
に

取
り
残
さ
れ
た
方
が
い
る
場
合
、
救
出
救

助
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
最
も
出
動
機
会
が
多
い
、
交
通

事
故
に
よ
り
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
要

救
助
者
の
救
出
で
は
、
流
出
し
た
ガ
ソ
リ

ン
等
に
細
心
の
注
意
を
図
り
な
が
ら
、
迅

速
な
救
助
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

救
助
活
動
で
は
二
次
災
害
へ
の
対
策
も

含
め
、
日
ご
ろ
の
救
助
技
術
の
向
上
訓
練
、

各
種
救
助
資
器
材
の
取
扱
訓
練
を
日
々
、

欠
か
さ
ず
行
な
っ
て
い
ま
す
。

あなたの手当で救命率が向上します
署員からの

お願い

大
切
な
家
族
、
友
人
が
突
然
倒
れ

た
と
き
、
あ
な
た
は
慌
て
ず
適
切
な

対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
、
適
切
な

処
置
で
救
命
率
は
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
少
人
数
で
も
救
急
救
命

講
習
（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

法
）
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
気

軽
に
隠
岐
島
消

防
署
（
☎
２-

４
３
１
３
）
ま

で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

隠岐島消防署

消防士長

増本　勝さん

救急救命講習会の
様子（総合体育館）

エアーソー
空気の力を利用して、資材を
切断する道具です。火花が
出ないため、ガソリン等の発
火物の近くや水中での作業
に使用します。

大型カッター
油圧式の大型の
カッターで鋼鉄を
切断する時に使用
します。

エンジンカッター
災害現場等における障
害物の切断に使用する
もので、小型エンジンを
動力源とし、円盤形の
切断刃を高速回転させて
鉄材、コンクリート等を
切断します。

タンカ
通常のタンカとは違
い、高所からの救助
時等、要救助者の体
を完全に固定して救
助する場合に使用し
ます。

安
全
で
迅
速
な
救
助
活
動
に
欠
か
せ
な
い
機
材

未
来
�
担
�
新
戦
力

平
成
23
年
４
月
、
隠
岐
島
消
防
署
に
、

新
た
に
４
人
が
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
春
、
隠
岐
高
校
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
河
本
崇
史
さ
ん
に
消

防
士
と
し
て
の
抱
負
等
を
伺
い
ま
し
た
。

島
へ
の
恩
返
し

私
は
、
高
校
時
代
、
進
路
で
就
職
を

考
え
た
時
、
隠
岐
以
外
で
の
就
職
を
考
え

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
野
球
を
続
け

て
い
た
た
め
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
、

そ
れ
を
活
か
し
て
い
き
た
い
気
持
ち
と
、

今
ま
で
育
っ
た
隠
岐
の
島
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
こ
の
職
業
を
選
び
ま

し
た
。

何
で
も
で
き
る
消
防
士
を
目
指
し
て

隠
岐
消
防
は
、
一
人
の
隊
員
が
「
消
防
・

救
急
・
救
助
」
全
て
を
こ
な
せ
る
消
防
士

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
一
年
目
の
現
在
、

島
根
県
消
防
学
校
に
入
校
し
、
一
人
前
の

消
防
士
と
な
る
た
め
の
教
育
訓
練
の
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
早
く
先
輩
方

に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、
島
民
の

方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
人
に
な
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

隠岐島消防署
消防士　

河本崇史さん
（下西地区出身）

隠岐高校を卒業後、
消防学校を経て、隠岐
島消防署で勤務予定。

平成18年

建物火災 その他の火災

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

19年 20年 21年 22年

救急出動回数

10

8

9

8

7

5

3

6

6

11

515
520
525
530
535
540
545
550
555
560

546 544

554 552

531

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

急病

交通事故

一般負傷
合計
５３１件

その他

単位:件
330

42

66

93
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通
信
指
令
は
消
防
の
心
臓
部

１
１
９
番
通
報

を
受
信
し
、
出
動

指
令
に
よ
り
消
防

隊
や
救
急
隊
へ
の

現
場
誘
導
、
指
示

を
行
な
っ
た
り
、

各
種
情
報
の
収
集
、

他
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
消
防

の
心
臓
部
で
す
。

通報に備え待機する、通信
指令室内の様子

迷わず通報してください
署員からの

お願い

緊
急
に
医

療
機
関
へ
の

搬
送
が
必
要

と
思
わ
れ
る

と
き
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
。「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
。」、「
救
急
車
を
呼
ぶ
と
近
所

に
迷
惑
に
な
る
の
で
は
？
」
と
い
っ
た
迷
い

か
ら
、
１
１
９
通
報
を
た
め
ら
う
こ
と
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
が
病
状
を
重
症
化
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

と
き
は
た
め
ら
わ
ず
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

隠岐島消防署

消防士長

堂下友見さん

訓
練
と
鍛
錬
の
日
々

消
火
、
救
急
、
救
助
な
ど
の

現
場
活
動
に
は
同
じ
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
事

案
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
実
際

の
現
場
を
想
定
し
日
々
訓
練
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
内
容
は
体
力
練
成
、
基

本
訓
練
か
ら
高
度
特
殊
訓
練
ま

で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

写真は、日々体力づくりに
欠かせないランニングと高
所からの救助訓練（写真右）
の様子

東
日
本
大
震
災
へ
の
派
遣
を
終
え
て

�
派
遣
か
ら
感
じ
た
想
い
�

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

翌
12
日
早
朝
７
時
前
に
、

消
防
庁
長
官
よ
り
出
動

要
請
が
あ
り
、
隠
岐
島

消
防
署
か
ら
も
隊
員
５

名
が
被
災
地
へ
向
か
い

ま
し
た
。

我
々
島
根
県
隊
は
、
仙
台
市
若
林
区
で
の

捜
索
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
場
は
、
テ

レ
ビ
の
映
像
や
自
身
の
想
像
を
は
る
か
に
超

え
る
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

捜
索
活
動
は
困
難
を
極
め
、
ま
た
、
捜
索

中
の
大
津
波
警
報
発
令
、
福
島
原
発
の
爆
発

情
報
も
あ
り
、
余
震
・
津
波
・
被
爆
の
恐
怖

の
中
で
の
活
動
で
し
た
。

行
方
不
明
者
（
遺
体
）
の
収
容
で
は
、
そ

の
無
念
さ
が
伝
わ
り
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

思
い
で
し
た
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を
家

族
の
も
と
に
帰
し
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
で

任
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

捜
索
活
動
中
、
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
は

逆
に
感
謝
、
労
い
の
言
葉
を
頂
き
「
少
し
で

も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
力
に
な
り
た
い
」
と

思
う
反
面
、「
こ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
だ
け

の
活
動
が
出
来
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
思
い
を
残
し
現

地
で
の
活
動
を
終

え
、
被
災
地
を
後
に

し
ま
し
た
。

被災地へ向かう全国から
集まった消防隊

隠岐島消防署

消防司令補

黒澤　聡さん

帰
任
後
の
今
、
隊
員
５
名
全
員
無
事
に

帰
任
し
た
安
堵
と
早
期
の
被
災
地
復
興
の

願
い
、
そ
し
て
今
大
災
害
の
教
訓
を
も
と

に
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
大
災
害
に
対
す
る
体
制
の
構
築
と
、
こ

の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
す
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

被災地での救援活動を行
なった署員の皆さん

消
防
庁
舎
の
移
転
・
新
築
に
向
け
て

現
在
の
消
防
庁
舎
は
、
昭
和
48
年
に
業

務
を
開
始
し
て
以
来
、
38
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
施
設
は
老
朽
化
し
、
未
耐
震
構
造
で
も

あ
る
た
め
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
防
災

施
設
と
し
て
万
全
と
は
言
え
ず
、
新
し
い
消

防
本
部
及
び
消
防
署
の
移
転
新
築
は
こ
こ

数
年
来
の
課
題
で
し
た
。

現
在
、
隠
岐
広
域
連
合
で
は
、
平
成
26

年
度
を
目
途
に
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
し
い
施
設
は
、
万
一
の
災
害
が
発
生

し
て
も
消
防
機
能
が
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
整
備
す
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
指

導
、
救
急
講
習
、
消
防
団
訓
練
な
ど
指
導

研
修
の
場
と
し
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
を

目
指
し
ま
す
。
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j a k W g B s
牛
突
き
本
場
所
の
千
秋
楽
、
一
夜
嶽
牛
突

き
大
会
が
一
夜
嶽
牛
突
き
場
（
北
方
地
区
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

５
０
０
名
を
超
え
る
観
戦
者
の
方
々
が
見

守
る
中
、
今
年
最
後
を
か
ざ
る
全
７
番
の
取

り
組
み
一
番
一
番
の
攻
防
に
、
会
場
は
大
き

な
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

初
場
所
は
１

月
の
第
２
日
曜

日
に
隠
岐
モ
ー

モ
ー
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

10/13
今
年
最
後
を
飾
る
熱
戦 

一
夜
嶽
牛
突
き
大
会

横綱戦：座元「渾身号」対寄方
「盤石」の取り組み

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
「
民
謡
を
た

ず
ね
て
」
の
公

開
録
音
が
隠
岐

の
島
町
総
合
体

育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
活
躍
す
る
著
名
な
民
謡
歌
手

や
三
味
線
な
ど
の
演
奏
に
加
え
地
元
愛
好

家
に
よ
る
唄
が
披
露
さ
れ
、
来
場
し
た
約

６
０
０
名
の
聴
衆
の
方
々
は
曲
目
ご
と
に
盛

ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

10/16
心
の
ふ
る
さ
と
を
唄
う 

民
謡
を
た
ず
ね
て
公
開
録
音

地元の岩佐里美さん（写真右）
も出演されました

舞
台
女
優
の
有
馬
理
恵
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
た
人
権
教
育
研
修
会
が
、

隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

有
馬
さ
ん
は
自
分
が
幼
い
と
き
に
差

別
を
受
け
た
経
験
や
、
高
校
時
代
に
、

祖
父
の
代
か
ら

続
い
た
死
体
焼

場
の
仕
事
を
し

て
い
る
家
族
と

そ
の
仕
事
を
継

ぐ
こ
と
に
な
っ

た
女
性
の
話

10/19
人
権
問
題
を
共
に
考
え
る 

人
権
教
育
研
修
会
が
開
催お芝居をまじえ講演する有馬さん

「
釈し
ゃ
か
な
い

迦
内
柩
ひ
つ
ぎ

唄う
た

」
を
観
て
衝
撃
を
受
け
、

芝
居
の
道
へ
進
ん
だ
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
約
１
５
０
名
の
皆

さ
ん
は
お
芝
居
を
ま
じ
え
た
有
馬
さ
ん

の
講
演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

実
習
船
と
水
産
教
育
を
考
え
る
講
演

会
が
隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
者
は
、
自
身
が
漁
師
の
経
験
を

も
つ
水
産
庁
職
員
上
田
勝
彦
さ
ん
で
「
島

の
中
の
船
、
船
の
中
の
村
」
と
題
し
、

島
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
生
き
残
り
手
段
と
し

て
の
魚
食
の
復
興
と
、
そ
の
原
動
力
と

し
て
の
人
材
を
育
成
す
る
教
育
機
関
の

大
切
さ
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
の
隠

岐
水
産
高
校

の
生
徒
を
は

じ
め
参
加
者

の
皆
さ
ん
は

あ
ら
た
め
て

魚
食
の
大
切

さ
を
認
識
し

ま
し
た
。

10/21
魚
食
の
大
切
さ
を
語
る 

水
産
教
育
を
考
え
る
講
演
会

積極的に魚を食べようと呼びかける
講師の上田さん

10 月 15 日に行われた撮影風景。この日は 1,200 名を超
える皆さんにエキストラとして参加いただきました。

９
月
30
日
か
ら
10
月
16
日
に
か
け
て
隠

岐
古
典
相
撲
を
題
材
と
し
た
錦
織
良
成
監
督

の
新
作
映
画
「
渾
身
（
仮
称
）」
の
撮
影
が
、

水
若
酢
神
社
境
内
の
五
箇
町
民
相
撲
場
を

中
心
に
行
わ
れ
、
延
べ
４
，０
０
０
名
を
超

え
る
町
民
の
方
々
に
エ
キ
ス
ト
ラ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
15
日
に
行
わ
れ
た
映
画
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
の
撮
影
に
は
、
目
標

と
し
て
い
た
１
，２
０
０
名
を
上
回
る
町

民
の
皆
様
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
い

た
だ
き
無
事
に
撮
影
を
終
了
す
る
こ
と
が

10/15
世
界
へ
向
け
て
隠
岐
を
Ｐ
Ｒ

映
画
撮
影
が
無
事
終
了

で
き
ま
し
た
。

錦
織
監
督
が
「
世
界
に
通
じ
る
作

品
に
仕
上
げ
た
い
。」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
お
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
の
新
作

映
画
を
通
じ
て
隠
岐
島
の
自
然
、
伝
統

文
化
、
人
情
が
世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
さ

れ
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
撮
影
に
エ
キ
ス
ト
ラ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
大
勢
の
皆
様
方
へ
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
新
作
映
画
は
、
来
年
春
頃
に

隠
岐
の
島
町
で
試
写
会
を
行
な
っ
た

後
、
秋
頃
の
劇
場
公
開
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
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西
郷
港
及
び
周
辺
海
域
に
お
け
る
海
上
防

災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
西
郷
港
飯
田
海

11/10
海
上
事
故
に
備
え
合
同
訓
練

流
出
油
等
災
害
対
策
訓
練

隠
岐
の
島
町
い
き
い
き
里
祭
が
、
都
万
中
学

校
及
び
仁
万
の
里
敷
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
仁
万
の

里
ま
つ
り
」
と
合
同
で

開
催
。
当
日
は
特
産

品
の
販
売
や
バ
ザ
ー

な
ど
が
多
数
出
店
さ

れ
大
勢
の
来
場
者
の

皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

10/30
多
彩
な
催
し
に
に
ぎ
わ
う

い
き
い
き
里
ま
つ
り
開
催

11/1 布施にコハクチョウ飛来

オープニングに行われた餅投げの様子

タンカーに見立てた台船をオイルフェン
スで囲った後、陸上と海上から一斉に放
水する訓練の様子

冬の訪れを告げるコハクチョウが布施海岸
に舞降りました。（役場布施支所附近で撮影）

10/19 無病息災と五穀豊穣を祈り「武良祭風流」　

隔
年
の
10
月
19
日
に
行
わ
れ
島
後
三
大

祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
武
良
祭
風
流
」

（
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
）
が
旧
中
村
小

学
校
前
の
会
所
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
武
良
祭
は
、
鎌
倉
時
代
の
隠
岐

の
地
頭
、
佐
々
木
定
綱
が
、
無
病
息
災

と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
始
め
ら
れ
た
と

言
わ
れ
、
八
王
子
神
社
の
日
神
日
天
使

と
一
之
森
神
社
の
月
神
月
天
使
の
御
尊
像
が
祭

場
で
お
会
い
に
な
る
儀
式
の
祭
り
で
す
。

大
勢
の
見
物
客
が
見
守
る
中
、
祭
り
の
行
列

は
会
場
を
三
回
半
回
り
、
拝
馬
、
神
相
撲
、
占
手
、

浦
安
舞
、流
鏑
馬
な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
御
神
体
が
直
接
一
般
に
公
開

さ
れ
る
祭
礼
は
、
他
に
類
例
の
な
い
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

写真上：若者が神馬に乗っ

て広場を疾走する「騎馬の

神事」の様子

写真右上：日輪の中に金

烏を描いた御尊形

写真右下：月輪の中に銀

色の兎を描いた御尊形

秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
に
あ
わ
せ
、
住
民
の

方
々
へ
防
火
を
呼
び
か
け

る
五
箇
地
区
防
火
宣
伝
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
関
係

者
約
１
０
０
名
の
皆
さ
ん

が
五
箇
地
区
内
を
２
隊
に

分
か
れ
巡
回
し
、
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た

11/9
火
災
予
防
を
呼
び
か
け 

五
箇
防
火
パ
レ
ー
ド

岸
及
び
附
近
海
域
で
流
出
油
等
災
害
対
策
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
隠
岐
海
上
保
安
署
を
は
じ
め

15
機
関
・
団
体
で
つ
く
る
西
郷
港
排
出
油
等
防

除
協
議
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
飯
田
岸
壁
に
接
岸
中
の
タ
ン
カ
ー

か
ら
大
量
の
油
が
流
失
す
る
と
と
も
に
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の

設
置
、
消
火

作
業
、
乗
組

員
の
救
助
な

ど
、
非
常
時

に
備
え
た
本

番
さ
な
が
ら

の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

中学生の息子と父親が真剣に勝負す
る「親子個人切組」の様子（この取
り組みはお父さんが勝利しました。）

水
若
酢
神
社
境
内
の
五
箇
町
民
相
撲

場
を
舞
台
に
、
恒
例
の
五
箇
地
区
相
撲

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
園
児
か
ら
大
人
ま
で
各
地

区
を
代
表
す
る
１
３
１
名
の
力
士
が
参

加
。
全
体
で
３
０
０
番
を
超
え
る
取
り

組
み
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
地
区
で
一
週
間
程
度
稽
古
に
励
み

本
番
に
臨
ん
だ
力
士
に
よ
る
力
の
入
っ

た
一
番
一
番
に
、
応
援
に
駆
け
付
け
た

11/3
地
区
の
力
自
慢
が
勢
揃
い

五
箇
相
撲
大
会

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

福浦地区を巡回する関係車両
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隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

２
‐
２
２
０
６
（
代
表
）

中
条
小
学
校
の

耐
震
診
断
判
定
結
果
に
つ
い
て

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
は
町
内
の
小

中
学
校
の
内
、
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た

昭
和
56
年
以
前
に
設
計
さ
れ
た
学
校
施
設
に

対
し
、
順
次
耐
震
診
断
判
定
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
21
年
度
の
五
箇
小
学
校
、
平
成
22
度

の
西
郷
中
学
校
に
続
き
平
成
23
年
度
は
中
条

小
学
校
の
耐
震
診
断
判
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
条
小
学
校
を
最
後
に
、
町
立
小
中
学

校
全
て
の
対
診
断
判
定
を
終
了
し
ま
し
た
。

判
定
方
法
は
、
校
舎
と
体
育
館
の
各
階

に
つ
い
て
縦
横
方
向
の
強
度
を
診
断
。
そ
の

デ
ー
タ
を
公
的
判
定
委
員
会
（
島
根
県
建
築

物
耐
震
性
能
判
定
委
員
会
）
に
提
出
し
て
耐

震
度
の
判
定
が
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
校
舎
に
つ
い
て
は
所
定
の
強

度
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
２

階
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
は
強
度
が
低
く
、
地
震

に
対
し
て
弱
い
箇
所
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
25

年
度
に
校
舎
・
体
育
館
の
補
強
工
事
（
大
規

模
改
造
含
む
）を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
耐
震
診
断
判
定
を

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

実
施
し
た
結
果
、
補
強
が
必
要
と
な
っ
た

西
郷
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

に
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
決
定
し
ま
し
た
！

来
年
度
秋
の
世
界
認
定
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
「
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
会
長
：

松
田
和
久
町
長
）
で
は
、
平
成
23
年
6
月
15

日
か
ら
8
月
31
日
に
か
け
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

募
集
。

そ
の
結
果
、
県
内
外
か
ら
１
０
４
点
（
隠

岐
４
町
村
：
30
作
品
、
そ
の
他
地
域
：
74
作

品
）
の
応
募
が
あ
り
、
10
月
4
日
に
開
催
さ

れ
た
審
査
会
に
お
い
て
松
江
市
在
住
の
福
田

ゆ
か
り
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
者
の
福
田
さ
ん
は
「
見
や
す
い
よ
う
に

シ
ン
プ
ル
に
作
成
し
ま
し
た
。
緑
は
隠
岐
の
自

然
、
青
の
半
楕
円
の
重
な
り
は
海
、
海
の
波
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
上
部
の
、
隠
岐
の
2
島
が
囲

み
か
ら
出
て
い
る
様
は
、
マ
ー
ク
を
遠
く
か
ら

見
た
と
き
に
木
や
草
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
の
も
の

で
す
。」
と
作
品
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
選
定
理
由
に
つ
い
て
審
査
委
員
の

青
木
和
幸
さ
ん
（
島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

校
長
）
は
「
隠
岐
の
島
の
豊
か
な
自
然
の
生

態
系
、
日
本
海
の
存
在
、
隠
岐
の
島
の
カ
タ

チ
（
島
前
、
島
後
）
を
美
し
く
構
成
し
、
隠

岐
の
独
自
性
が
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て
あ
る
。 

ロ
ゴ
タ
イ
プ
も
可
読
性
（
読
み
や
す
さ
）
が

良
く
、総
合
的
に
考
え
ら
れ
た
秀
作
で
あ
る
。」

と
コ
メ
ン
ト
。

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
今
後
こ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

に
広
く
使
用
し
、
隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の
周
知
・

宣
伝
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
隠
岐

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
以
外
の
方
に
も
こ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

使
用
条
件
・

手
続
き
等
を

定
め
た
規
程

を
作
成
し
、

協
議
会
と
町

の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
予
定

で
す
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好

成
績10

月
22
日
（
土
）
か
ら
24
日
（
月
）
ま
で
開

催
さ
れ
た
第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
」
に
お
い
て
、
隠

岐
の
島
町
か
ら
出
場
し
た
、
西
郷
南
中
学
校
の

戸
田
裕
之
さ
ん
と
隠
岐
養
護
学
校
の
砂
本
雄
一

さ
ん
・
西
山
英
美
さ
ん
が
、
３
名
そ
ろ
っ
て
入

賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

今
後
も
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果

▼
戸
田
裕
之
さ
ん
…
１
０
０
M 

１
位

（
記
録
17
秒
82
） 

２
０
０
M 

１
位

（
記
録
33
秒
12
）

▼
砂
本
雄
一
さ
ん
… 

５
０
M 

２
位

（
記
録
６
秒
65
） 

１
０
０
M 

２
位

（
記
録
12
秒
25
）　

▼
西
山
英
美
さ
ん
… 

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
１
位（
記
録
33
ｍ
68
㎝
※
大
会
新
記
録
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ 

３
位（
記
録
46
ｍ
76
㎝
）

昭和 51年～ 52 年に建設された現在の中条小学校昭和 51年～ 52 年に建設された現在の中条小学校

好成績を収められた選手の皆さん（写真左
側から西山さん、戸田さん、砂本さん）

今回決定された「隠岐ジオパーク」のロゴマーク
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平
成
21
年
度
の
調
査
で
は
、
目
立
っ
た
成

果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
22
年
度

に
範
囲
を
拡
大
し
て
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
建
物
の
柱
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
遺
構
と
、
瓦
が

発
見
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
１
、
2
）。

こ
の
柱
跡
は
、

３
ｍ
の
等
間
隔
で

出
土
す
る
な
ど
、

奈
良
時
代
の
寺
院

な
ど
の
建
築
と
似

た
特
徴
を
も
っ
て

い
る
た
め
、
当
時

の
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
更

に
範
囲
を
拡
大
し

て
の
調
査
を
行

い
、
22
年
度
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
柱
の
跡

や
瓦
が
、
奈
良
時
代
の
隠
岐
国
分
寺
に
関
係

す
る
の
か
ど
う
か
、
こ
の
ほ
か
に
も
遺
構
や

遺
物
が
地
下
に
眠
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
考
古
学
関
係
者
や

様
々
な
方
面
で
注
目
さ
れ
て
お
り
奈
良
時
代
に

関
わ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
れ
ば
大
発
見
と
な
り

ま
す
。
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
隠
岐
国
分
寺
境

内
に
て
調
査
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
境
内
へ

入
る
際
に
は
入
山
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

隠岐の島町図書館
☎ 08512-2-2341 ＦＡＸ 08512-2-9198
●開館時間 10時～ 18時 ●閉館日 (月曜日・第3日曜日・祝日)
※祝日が月曜、第 3日曜と重なった場合は翌日も閉館

クリスマス会開催！

図書館でクリスマス会を行います。絵本や紙芝
居を楽しみましょう。いい子にしてたらサンタさ
んが来てくれるかも？みんな来てね！

日時：12 月 24 日 ( 土 )15 時～
場所：隠岐の島町図書館 研修室

新しい雑誌が入りました！

図書館に新しい雑誌が２誌入りました。
『相撲』（月刊：ベースボール・マガジン社）
関取の情報はもちろん、幕下以下の情報も満
載で、相撲ファン必見の一冊です。これを読ん
で隠岐出身力士を応援しましょう。
『プラス１リビング』（隔月刊：主婦の友社）
ナチュラルで居心地のいいインテリアのお手
本を豊富な実例で紹介した雑誌です。真似した
くなるような部屋がたくさんあります。

読み聞かせしてみませんか！

ボランティアグループ「おはなしのへや」では、
いっしょに活動する仲間を募集中です。子ども
が好き・本が好
きな方、いっ
しょに読み聞か
せなどをしてみ
ませんか？興味
のある方は、ま
ず見学からどう
ぞ。

隠
岐
国
分
寺
本
堂
跡
の
発
掘
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

隠
岐
国
分
寺
の
現
本
堂
跡
の
発
掘
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
調
査
に
つ

い
て
の
現
在
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

現
在
の
隠
岐
国
分
寺
境
内
は
、
奈
良
時
代

の
隠
岐
国
分
寺
が
所
在
し
た
場
所
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
平
成
19

年
の
火
災
に
よ
り
本
堂
を
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
現
在
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
よ

り
、
そ
の
跡
地
に
新
た
な
本
堂
を
建
て
る
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
本
堂
の
再
建
工
事
が

行
わ
れ
る
前
に
奈
良
時
代
当
時
の
隠
岐
国
分

寺
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

よ
り
発
掘
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

写真1：発見された柱跡と瓦写真1：発見された柱跡と瓦写真 2：柱跡の近景

以前開催されたクリスマス会の様子以前開催されたクリスマス会の様子以前開催されたクリスマス会の様子

読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！読み聞かせしてみませんか！

「おはなしのへや」による読み聞かせの様子

隠岐国分寺現本堂跡の発掘調査全景
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定
住
奨
学
金
奨
学
生
の

募
集
に
つ
い
て

◆
隠
岐
の
島
町
で
は
、
次
の
と
お
り
定
住
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

● 

申
請
受
付
期
間

平
成
23
年
10
月
26
日
（
水
）
か
ら

平
成
23
年
12
月
９
日
（
金
）

● 

貸
与
資
格

①
左
記
に
該
当
す
る
隠
岐
の
島
町
出
身
者

・
保
護
者
が
隠
岐
の
島
町
に
居
住
し
て
い
る
者

・
本
人
が
中
学
校
卒
業
ま
で
に
通
算
５
年
以

上
隠
岐
の
島
町
に
居
住
し
て
い
た
者

・
選
考
委
員
会
に
お
い
て
特
に
適
当
と
認
め

ら
れ
た
者

②
向
学
心
を
有
す
る
者

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
者

（
た
だ
し
、
島
内
の
学
校
に
進
学
す
る
者
は
、

そ
の
理
由
が
特
に
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
者
）

④
卒
業
後
、
隠
岐
の
島
町
に
居
住
す
る
見
込

み
が
あ
り
、
そ
の
意
思
を
有
す
る
者

● 

貸
与
者
予
定
人
員

７
名
予
定

● 

貸
与
金
額

右
下
表
の
と
お
り

区

分

奨
学
金
の
月
額

高

等

学

校

（
島　

内
）

1
5
,
0
0
0
円

高

等

学

校

（
島　

外
）

2
5
,
0
0
0
円

高
等
専
門
学
校

３
学
年
ま
で

2
5
,
0
0
0
円

５
学
年
ま
で

5
0
,
0
0
0
円

大
学
（
短
大
含
む
）

5
0
,
0
0
0
円

そ
の
他
の
学
校

高
等
課
程

2
5
,
0
0
0
円

専
門
課
程

5
0
,
0
0
0
円

● 
貸
与
期
間

入
学
（
あ
る
い
は
在
学
）
す
る
学
校
の

正
規
の
修
業
年
月
を
終
了
す
る
月
ま
で

● 

返
還

進
学
校
卒
業
後
５
年
を
経
過
し
た
後
か

ら
、
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
３
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
に
、
年
１
．５
％
の
利
息
を
つ

け
て
返
還

● 

返
還
の
免
除

次
の
場
合
は
返
還
が
免
除

①
進
学
校
卒
業
後
５
年
以
内
に
町
内
に
居

住
し
、
引
き
続
き
５
年
以
上
町
内
に
居
住

し
た
と
き
は
返
済
未
済
額
の
全
部
を
免
除

②
死
亡
又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
の
障
が

い
に
よ
り
、
労
働
能
力
を
喪
失
し
た
時
は

返
済
未
済
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
免
除

③
進
学
校
卒
業
後
５
年
経
過
し
た
後
、
町

内
に
居
住
し
て
い
る
期
間
が
１
年
以
上
継

続
し
た
と
き
、
そ
の
期
間
に
返
還
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
額
を
免
除

（
冬
期
）に
ぎ
わ
い
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て

● 

申
請
方
法

次
の
書
類
を
役
場
定
住
対
策
課
ま
で
提

出
し
て
下
さ
い
。

・
貸
与
申
請
書　

・
貸
与
申
請
調
書

・
成
績
証
明
書　

・
住
民
票

・
町
県
民
税
の
所
得
証
明
書

※
募
集
要
項
・
申
請
書
類
等
は
、
隠
岐
の

島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

他
、
ご
希
望
の
方
に
は
役
場
定
住
対
策
課

に
お
い
て
お
渡
し
し
ま
す
。

● 

選
考
方
法

・
貸
与
者
は
選
考
委
員
に
よ
る
書
類
及
び
作

文
・
面
接
の
審
査
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
作
文
…
12
月
24
日
（
土
）
予
定

・
面
接
…
12
月
25
日
（
日
）
予
定

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
定
住
対
策
課
定
住
対
策
係

☎ 

２-

８
５
７
０

隠
岐
の
島
町
で
は
、
個
人
消
費
を
促
進

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
町
内
の
景
気

拡
大
を
図
る
た
め
、
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
（
に
ぎ
わ
い
商
品
券
）
を
夏

期
に
引
き
続
き
発
行
し
ま
す
。

● 
額
面
金
額　

１
枚　

千
円

● 

販
売
価
格

１
冊
１
万
円
（
千
円
券
11
枚
綴
り
）

【
内
訳
】

・
共
通
券
（
青
色
）
６
枚

全
て
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

・
専
用
券
（
赤
色
）
５
枚　

サ
ン
テ
ラ
ス
・
ひ
ま
り
・
ジ
ュ
ン
テ
ン

ド
ー
西
郷
店
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。（
テ

ナ
ン
ト
を
除
く
）

● 

購
入
限
度
額

１
世
帯
あ
た
り
20
冊
ま
で
（
20
万
円
）

● 

発
行
部
数　
　

２
万
冊
（
２
億
円
）

● 

販
売
期
間

平
成
23
年
12
月
１
日
（
木
）
〜

平
成
23
年
12
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
商
品
券
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

● 

利
用
期
間

平
成
23
年
12
月
１
日
（
木
）
〜

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）
ま
で

● 

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

● 

販
売
所

役
場
本
庁
・
各
支
所
・
出
張
所
・
隠
岐

の
島
町
商
工
会
・
ピ
ア
（
２
階
）・
サ
ン
テ

ラ
ス
・
ひ
ま
り

● 

購
入
方
法　
　

各
販
売
所
で
「
商
品
券
購
入
申
込
書
」

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

● 

取
扱
加
盟
店　
　

嘱
託
員
よ
り
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
定
住
対
策
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

☎ 

２-

８
５
７
０

見本

見本
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木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
事
業

を
始
め
ま
し
た
！

隠
岐
の
島
町
で
は
、「
自
主
、
自
立
の
地

域
づ
く
り
」
を
地
域
運
営
の
基
本
と
し
た

集
落
活
性
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
役
場

職
員
を
各
地
域
の
担
当
職
員
と
し
て
配
置

す
る
「
地
域
担
当
職
員
制
度
（
仮
称
）」
や

集
落
支
援
の
た
め
の
更
な
る
助
成
制
度
の

創
設
な
ど
、
行
政
と
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
皆

様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
調
査
員
に
よ

る
地
域
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎ 

２-

８
５
６
６

地
域
担
当
職
員
制
度
等
の
調
査

研
究
事
業
を
実
施
し
ま
す
！

隠
岐
の
島
町
で
は
、
本
年
度
10
月
か
ら

新
た
に
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
「
耐
震
化

促
進
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
町
内
の
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
促
進
し
、
木
造
住
宅
の
地
震
に
対
す

る
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
隠
岐
の
島

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
平
成
22 
年
３
月

制
定
）
に
基
づ
き
、
耐
震
改
修
等
を
行
う
者

に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

木
造
住
宅
で
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
も
の
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
可
能
性
の
高
い
住
宅
で
す
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
き
ま
す
。
万
一
に
そ
な

え
て
本
事
業
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

● 

補
助
対
象
と
な
る
木

造
住
宅

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の

①
町
内
に
所
在
す
る
民
間
の
木
造
住
宅
（
併

用
住
宅
を
含
む
）
で
、
階
数
が
２ 

以
下
の

も
の

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
し
、
又

は
着
工
し
た
住
宅

③
耐
震
診
断
の
結
果
、
構
造
評
点
が
１
未
満

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
（
診
断
事
業
除
く
）

● 

補
助
の
対
象
者

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

・
共
有
名
義
の
所
有
者
の
場
合
は
、
共
有
者

全
員
の
合
意
に
よ
る
代
表
者

● 

補
助
の
額

・
耐
震
診
断
事
業
…
耐
震
診
断
費
の
全
額
を

補
助
。
た
だ
し
、
１
棟
10
万
円
を
限
度
。

・
補
強
計
画
策
定
事
業
…
設
計
費
用
の
２
／

３
を
補
助
。た
だ
し
、１ 

棟
30
万
円
を
限
度
。

・
耐
震
改
修
事
業
…
耐
震
改
修
工
事
費
の

23
％
以
内
。
１
棟
90
万
円
を
限
度
。

ま
ず
は
、「
わ
が
家
の
強
さ
を
知
る
」
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

＊
隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
事
業

の
概
要
、
申
請
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
建
設
課
住
宅
公
園
係☎ 

２-

８
５
６
４

隠
岐
の
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
18
年
の
発
足
当
時
か
ら
現
在
ま

で
「
認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

主
な
活
動
内
容
は
、
認
知
症
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
関
係
機
関
や
一
般
住

民
の
方
々
を
対
象
と
し
た
「
講
演
会
等
に
よ

る
広
報
・
啓
発
活
動
」
や
、
地
域
で
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
を
暖
か
く
見
守
る
応
援
者

を
育
成
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
」、
ま
た
、
普
段
認
知
症
高
齢
者
の
家

族
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
認
知
症
介
護
者
交

流
会
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
中
で
「
認
知
症
介
護
者
交

流
会
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
介
護
者
交
流
会
は
、
普
段
認
知

症
高
齢
者
の
介
護
に
携
わ
る
家
族
や
福
祉

関
係
者
が
集
ま
り
、
日
頃
の
悩
み
を
共
有
す

る
こ
と
で
「
ホ
ッ
と
一
息
」
つ
い
て
頂
け
る

場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

交
流
会
の
話
し
合
い
で
は
…

● 

親
を
介
護
し
て
い
る
と
、
時
折
思
い
が
か

み
合
わ
ず
言
い
合
い
に
な
る
。
傍
か
ら
は
、

虐
待
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
事
も
あ
る
。

● 

日
々
迷
い
な
が
ら
、
介
護
を
し
て
い
る
。

対
応
一
つ
一
つ
に
対
し
て
不
安
が
つ
き
ま

と
っ
て
し
ま
う
。

● 

義
母
か
ら
、「
私
の
○
○
盗
っ
た
で
し
ょ
」

認
知
症
介
護
者
交
流
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
色
ん
な
相
談
機

関
に
い
き
、
病
院
の
精
神
科
を
進
め
ら
れ
た

が
、
回
り
の
目
が
気
に
な
り
受
診
す
る
事
が

で
き
な
い
。

な
ど
と
い
う
よ
う
な
切
実
な
悩
み
や
、

● 

親
の
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
施
設
入
所
に
対
し
て
、
強
い
葛
藤
が
あ
っ

た
。
現
在
は
以
前
よ
り
穏
や
か
に
過
ご
し
て

い
る
の
で
、
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

● 

日
中
の
生
活
場
面
に
お
い
て
、
話
の
主
役
に

す
る
等
、
存
在
を
認
め
て
あ
げ
る
事
が
大
事
。

● 「
あ
な
た
私
の
○
○
盗
っ
た
で
し
ょ
」
と
い

う
よ
う
な
被
害
妄
想
を
受
け
た
ら
、
一
緒
に

な
っ
て
探
し
て
あ
げ
る
事
が
大
切
。

● 

認
知
症
高
齢
者
の
せ
ん
妄(

※
は
な
す
言
葉

や
ふ
る
ま
い
に
一
時
的
に
混
乱
が
見
ら
れ
る

状
態)

時
の
対
応
と
し
て
、
そ
の
本
人
の
世

界
に
合
わ
せ
る
事
が
重
要
。

と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

日
頃
の
悩
み
を
吐
露
さ
れ
た
せ
い
か
、

会
の
終
了
時
に
は
少
し
ホ
ッ
と
さ
れ
た
よ

う
な
参
加
者
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
認
知
症
介
護
者
交
流
会
を

定
期
的
に
開
催
し
、
参
加
者
の
方
々
が
お
互

い
に
思
い
を
共
有
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
を
家
族
で
介
護

し
て
お
ら
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
経
験
者
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

隠
岐
の
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
福
祉
課
内
）

☎ 

２-

４
５
０
０
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全国農業者新聞を読んでみませんか!!
◇農業・農政について分かりやすく解説しています。
◇経営・流通の最新情報が掲載されています。
◇農村女性の元気な取り組みや、農業の楽しさを紹
介しています。

■毎週金曜日発行(月4回)
■購読料　1ヶ月600円 (年7,200円)

<税・送料込み>

※詳しくは、隠岐の島町農業委員会までお問い合わせ下さい。

農業者年金をご存知ですか!!
～農業者の皆様の老後生活をサポートします～

◇60歳未満の農業従事者なら誰でも加入出来ます。
(国民年金1号被保険者)
◇少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
◇保険料の額は自由に決められます。
(月額2万～6万7干円)
◇終身年金で80歳までの保証付きです。
◇支払った保険料は全額社会保険料控除の対象とな
るなど税の特例があります。
◇認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料
の国庫補助があります。

※詳しくは、農業者年金基金 (電話 03-3502-3942) もしくは
隠岐の島町農業委員会、JA隠岐本店までお問い合わせ下さい。

農
地
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

◆
農
地
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
ご
相
談
は
、

「
隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
」
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

農
地
の
所
有
権
を
移
転
（
売
買
、
贈
与
等
）

し
た
い
場
合
は
…

・「
農
地
法
第
３
条
」
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
に
申
請
書
を
ご
提
出
下

さ
い
。

尚
、
農
地
を
譲
り
受
け
る
者
は
、
そ
の
求

め
る
農
地
の
面
積
を
含
め
「
30
ａ
」
の
農
業

経
営
面
積
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
経
営
す
る

農
地
は
全
部
耕
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
条
件
が
あ
り
ま
す
。

● 

農
地
を
「
貸
し
た
い
」、「
借
り
た
い
」
場

合
は
…

・
本
町
に
は
、
農
地
の
利
用
集
積
を
促
進
す
る

組
織
と
し
て
「
隠
岐
の
島
町
農
業
公
社
」
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
公
社
は
、
農
用
地
利
用

集
積
円
滑
化
団
体
と
し
て
、
農
地
の
所
有
者

の
委
任
を
受
け
、
ま
た
代
理
し
て
担
い
手
に

貸
付
等
を
行
う
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

農
地
を
相
続
す
る
場
合
は
…

・
相
続
等
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し
た
人
は
、
農

地
の
あ
る
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

● 

農
地
を
農
地
以
外
（
植
林
、宅
地
、墓
地
等
）

に
転
用
し
た
い
場
合
は
…

・
ご
自
分
が
所
有
す
る
農
地
を
転
用
す
る
場

合
は
「
農
地
法
第
４
条
」、
別
の
人
が
所
有
す

る
農
地
を
求
め
転
用
す
る
場
合
は
「
農
地
法

第
５
条
」
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
に
申
請
書
を
ご
提
出
下

さ
い
。

※
許
可
な
し
に
転
用
行
為
を
行
な
っ
た
場
合

の
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気
を
付

け
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
役
場
農
林
水
産
課
内
）☎ 

２-

８
５
６
３

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
！

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

Part 6
全
国
的
に
自
殺
に

よ
る
死
亡
率
が
上
昇
す

る
中
、
本
町
に
お
い
て

も
自
殺
死
亡
率
は
県
平
均
よ
り
も
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
男
性
で
働
き
盛
り

の
年
代
に
多
く
、
こ
の
こ
と
が
平
均
寿
命

の
延
伸
（
長
生
き
）
の
悪
化
の
一
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、本
町
で
も
、

自
殺
予
防
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
、
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
活
動
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
の
こ
こ
ろ
の
疲
れ
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消

す
る
な
ど
早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、周
囲
の
人
の
こ
こ
ろ
の
状
態
に
も
、

今
よ
り
も
少
し
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
近
年
は
う
つ
病
に
な
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
う
つ
病

へ
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
理
解
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

■
う
つ
病
に
つ
い
て
理
解
し
よ
う
■

●　
「
う
つ
」
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

誰
で
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、
気
分

が
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く
と
「
う

つ
病
」
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
わ

ば
、「
脳
の
故
障
（
不
調
）」
に
よ
っ
て
「
か

ら
だ
全
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
に
な
っ

た
」
よ
う
な
状
態
で
す
。（
精
神
の
病
気

と
い
う
よ
り
は
脳
の
病
気
で
す
）

●　

ど
ん
な
人
が
「
う
つ
病
」
に
な
る
の
？

過
労
や
強
い
ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
け
ば
、

誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

15
人
に
１
人
の
人
が
一
生
の
あ
い
だ
に
う

つ
病
を
経
験
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●　
「
う
つ
病
」
っ
て
治
る
の
？

き
ち
ん
と
休
養
し
、
治
療
す
れ
ば
治
る

病
気
で
す
。
他
の
病
気
と
同
じ
で
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
大
事
で
す
。

●　
「
う
つ
か
も
？
」
っ
て
思
っ
た
ら
？

ま
ず
は
…

・
医
師
や
専
門
機
関
に
相
談
（
受
診
）
し

ま
し
ょ
う
。

・
し
っ
か
り
休
養
す
る
こ
と
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
薬
も
必
要
で
す
。

・
早
め
に
対
処
す
る
こ
と
が
、
早
い
回
復

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
周
り
の
支
え
も
不
可
欠
で
す

・
責
め
な
い
。（
周
囲
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
本
人
は
と
て
も
つ
ら
い
状
態
で
す
。）

・
本
人
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
。（
無
理
に
気

分
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
な
い
。）

・
完
全
休
養
が
と
れ
る
よ
う
に
、
協
力
で

き
る
こ
と
を
伝
え
、
治
る
こ
と
を
信
じ
る
。

・
大
事
な
決
断
は
先
延
ば
し
す
る
よ
う
伝

え
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
保
健
課
健
康
係

☎ 

２-

８
５
６
２
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高
齢
者
叙
勲

医
学
生
及
び
医
療
技
術
修
学

資
金
貸
与
の
募
集
に
つ
い
て

◆
隠
岐
広
域
連
合
で
は
平
成
23
年
度
医
学

生
及
び
医
療
技
術
者
の
修
学
資
金
貸
与
者

を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
職
種

①
医
師　

②
看
護
師
（
助
産
師
、
保
健
師

含
む
）　

③
薬
剤
師　

④
臨
床
工
学
技
士

⑤
診
療
放
射
線
技
師

● 

貸
与
予
定
人
員

・
医
師　
　
　
　

２
名

・
医
療
技
術
職　

５
名

● 

修
学
資
金
の
貸
与
額

・
医
師　
　
　
　

月
額
10
万
円

・
医
療
技
術
職　

月
額
５
万
円

● 

貸
与
期
間

平
成
24
年
４
月
（
在
学
者
を
含
む
）
か

ら
大
学
の
医
学
課
程
又
は
大
学
院
の
課
程

の
正
規
修
学
年
限
を
終
了
す
る
月
ま
で
、

ま
た
、
当
該
医
療
技
術
諸
学
校
の
正
規
の

修
学
年
限
を
終
了
す
る
月
ま
で

● 

募
集
期
間　

平
成
24
年
２
月
10
日
（
木
）
ま
で

● 

貸
与
審
査

平
成
24
年
２
月
下
旬

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

隠
岐
広
域
連
合　

総
務
課☎ 

６-

９
１
５
０

昭
和
26
年
か
ら
昭
和
42
年
ま
で
と
、
昭

和
44
年
か
ら
昭
和
58
年
ま
で
の
通
算
30
余

年
の
間
、
旧
五
箇
村
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
。

こ
の
間
、
副
議
長
、
議
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
五
箇
村
農
業
協
同
組
合
及
び

五
箇
村
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
長
も
歴
任
さ

れ
る
な
ど
、
地
域
産
業
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概
要

や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま

す
。

● 

日
時
・
場
所

・
平
成
23
年
12
月
27
日
（
火
）
く
に
び
き

メ
ッ
セ
（
松
江
）

・
12
時
〜
13
時　

内
定
者
ト
ー
ク
（
先
着

50
名
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

個
別
企

業
説
明

お宝 !
隠岐の「地産」

食材
Vol.7

秋から冬にかけて旬をむかえ、身

に油がのってきてとても美味し

いサバ。実は、島根県でとられ

るサバの概ね９割は隠岐でとら

れています。今回はこのサバを

使った料理をご紹介します。

サバのたつたあげ

■材料（４人分）
サバ切身（６０ｇ×４個）
しょうが（少々）
さとう（大さじ１弱）
みりん（小さじ１）
さけ （小さじ１）
濃口しょうゆ（大さじ１/２）
しお（小さじ１/２）小麦粉（１０ｇ）
でんぷん（２０ｇ）揚げ油（適宜）

■作り方
① しょうがはすりおろし、これに全ての調味料を合
わせておく。　

② ①の中にサバを漬け込み、味をつける。
③ サバに味がしみたら、軽く水気を切り、小麦粉と
でんぷんを合わせた粉をまぶす。

④ 中温の油でカラッと揚げる。
＊学校給食センター「ふるさと給食の日」の献立より

濱　
　

結ゆ
う
き生

都
万

濱　
　

純
平

永
海　

紅く
れ
は葉

北
方

永
海　

克
徳

ご
結
婚

（
氏 

名
）  

（
地
区
） 

戸
田　
　

満 

栄
町 

野
津
裕
美
香 

加
茂

笠
根　

一
樹 

北
方 

村
上　

桃
子 

有
木 

お
く
や
み

（
氏 

名
） 

（
地
区
） 

（
年
齢
）

高
梨 

惠
美
子 

東
郷 

78
歳

嶽
川　

美
佐 

東
町 

84
歳

※
10
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

ご
誕
生

（
氏 

名
） 

（
地
区
）（
保
護
者
）

柳
谷 

ほ
の
花

北
方

柳
谷　

満

夫妻夫妻

ら
だ
全
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
に
な
っ

た
」
よ
う
な
状
態
で
す
。（
精
神
の
病
気

と
い
う
よ
り
は
脳
の
病
気
で
す
）

●　

ど
ん
な
人
が
「
う
つ
病
」
に
な
る
の
？

過
労
や
強
い
ス
ト
レ
ス
状
態
が
続
け
ば
、

誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

15
人
に
１
人
の
人
が
一
生
の
あ
い
だ
に
う

つ
病
を
経
験
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●　
「
う
つ
病
」
っ
て
治
る
の
？

き
ち
ん
と
休
養
し
、
治
療
す
れ
ば
治
る

病
気
で
す
。
他
の
病
気
と
同
じ
で
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
大
事
で
す
。

●　
「
う
つ
か
も
？
」
っ
て
思
っ
た
ら
？

ま
ず
は
…

・
医
師
や
専
門
機
関
に
相
談
（
受
診
）
し

ま
し
ょ
う
。

・
し
っ
か
り
休
養
す
る
こ
と
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
薬
も
必
要
で
す
。

・
早
め
に
対
処
す
る
こ
と
が
、
早
い
回
復

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
周
り
の
支
え
も
不
可
欠
で
す

・
責
め
な
い
。（
周
囲
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
本
人
は
と
て
も
つ
ら
い
状
態
で
す
。）

・
本
人
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
。（
無
理
に
気

分
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
な
い
。）

・
完
全
休
養
が
と
れ
る
よ
う
に
、
協
力
で

き
る
こ
と
を
伝
え
、
治
る
こ
と
を
信
じ
る
。

・
大
事
な
決
断
は
先
延
ば
し
す
る
よ
う
伝

え
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

役
場
保
健
課
健
康
係

☎ 

２-

８
５
６
２

「
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

開
催
の
お
知
ら
せ

● 

対
象
者

平
成
25
年
３
月
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定

者
で
県
内
就
職
を
希
望
す
る
方

● 

参
加
企
業

12
月
下
旬
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益
財
団
法
人
ふ

る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

☎ 

０
８
５
２-

２
８-

０
６
９
４

旭日双光章を受章
元五箇村議会議員
宇野勝人さん
（小路在住）

「写真中央がサバのたつたあげ」
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�
�
�
�
写
真
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�
皆
様
�
撮
影

�
�
�
写
真
�
紹
介
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
今
月
�
一
枚
�

　

ク
ラ
ミ
口
橋
（
有
木
）
附
近
の
水
田

で
撮
影
さ
れ
た
「
ナ
ベ
ヅ
ル
」
と
見
ら

れ
る
写
真
で
す
。

次
回
も
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
５-

８
５
８
５

　

隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
城
北
町
１
番
地

　

隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

電
話
２-

８
５
７
２

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jouhou@
tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

「新　隠岐の島　鳥民」
吉田　京子さん

平成 23 年 10 月 6 日撮影

14

着物レンタル始めました
冠婚葬祭、 お宮参り、 七五三
成人式、 婚礼、 還暦など

着付け ・ ヘアーセット
足元にいたるまで全て
トータルでご用意いたします。

5
,
0
0
0

円
�
�

�
�
�
�
相
談
�
�
応
�
�
�
�

�
電
話
�
待
�
�
�
�
�
�
�
�

隠岐の島町中町目貫3-9-2

カトレア美容室
TEL2-0688
夜間電話2-3215

地産地消でおいしいお米を食べましょう !

こめや米穀店
 2-0900

隠岐メッセンジャー  代　表 繁浪只男  ＦＡＸ 2-0903

有木山崎

新米 5kg…2,300円
10kg…4,500円
15kg…6,500円

米作りの上手な優良農家から直接仕入れました。この時期だ
からこそ、お届けできる美味しいお米です。数量にも限りが
ありますので是非、召し上がってみて下さい！

隠岐の島町内ならどこでも無料配達致します。お米の地方配送も
承ります（箱代サービス）。御注文、お問合せお待ちしております。

期間限定米期間限定米

隠岐メッセンジャー 

どうしは、通話料無料。

����
拡大中 !

10:00

2011～2012 プラザの忘新年会
今年は ! こいだぁ～ 
この季節限定…料理長厳選の !

定番の大鍋プランもあります。

隠岐の島町港町天神原
TEL/08512-2-0111

お一人様

お一人様

お歳暮
各種取り揃えております

あずま家具住建センター

西郷店

ファンシーショップ・贈答品・ギフト

インテリアショップ　和洋家具・婚礼セット一式

隠岐の島町城北町３４０（隠岐病院前）
電　話 ２－３２６５ ＦＡＸ ２－３２６６
営業時間 ＡＭ９：００～ＰＭ７：００

学習机・ランドセル・新入学用品

クリスマスケーキ・お正月おせち料理

お子さま、お孫さまへの
クリスマスプレゼントに…

早期ご予約承り中！

ココロをつなぐ
贈　り　物

ご 予 約 承 り 中！
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総合誌「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約 6,900世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係

までお問い合せ下さい。

電　話 ２－２１１１
メール jouhou@town.okinoshima.shimane.jp 

 
隠岐の島町岬町中ノ津
電話 ０８５１２-２-６５６６

要予約・一日一組様限定（４名様以上）
お一人様 4,000 円～
【送迎も致します。】

西町八尾 3-81 ☎2-0425西町八尾 3-81 ☎2-0425 

ＨＰ毎日更新中！ 京見屋分店 jimdoで検索ＨＰ毎日更新中！ 京見屋分店 jimdoで検索
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1 日 木
2 日 金
3 日 土
4 日 日 浄土ヶ浦まつり　11:00～（布施町民体育館他）

第２回隠岐の島町職員採用試験

5 日 月 図書館休館

6 日 火
7 日 水 年金相談13:00 ～（役場ふれあいセンター）

8 日 木 年金相談 9:30 ～（役場ふれあいセンター） 
12月議会定例会開催～１６日まで

9 日 金
10 日 土 隠岐の島町ノーレジ袋デー

11 日 日
第 5回隠岐の島町水泳競技会　10:00 ～ ( 屋
内温水プール) 第 28 回みんなでつくる発表会 
13:30 ～（隠岐島文化会館）

12 日 月 図書館休館

13 日 火
14 日 水
15 日 木 交通安全町民の日　納付金時間外窓口17:15

～19:00（役場本庁税務課）

16 日 金
17 日 土
18 日 日 図書館休館

19 日 月 図書館休館

20 日 火
21 日 水 かたくりトンネル開通式（県道西郷都万郡線：

大津久工区）　10:00 ～

22 日 木
23 日 金 天皇誕生日　図書館休館

24 日 土 クリスマス会15:00～（図書館）

25 日 日
26 日 月 図書館休館

27 日 火
28 日 水 官庁仕事納め　図書館休館（～1/4まで）納付

金時間外窓口17:15～19:00（役場本庁税務課）

29 日 木
30 日 金
31 日 土

浄土ヶ浦まつり

▼
秋
と
言
え
ば
、「
食
欲
の
秋
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
恵
み
を
受
け
る
事

が
出
来
ま
す
。
植
物
の
果
実
や
海
産
物
等
、

今
年
の
秋
も
数
多
く
の
恵
み
を
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
▼
ま
た
、
他
に
も
「
読

書
の
秋
」、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」、「
芸
術
の

秋
」
な
ど
秋
の
楽
し
み
方
は
様
々
で
す
。

▼
中
で
も
、
11
月
は
各
地
区
の
公
民
館
や

分
館
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、「
文
化
の
秋
」

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
▼
手
芸
、

木
工
、
絵
画
、
写
真
な
ど
出
品
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
作
品
は
ど
れ
も
個
性
あ
ふ
れ
る
す

ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
▼
さ
て
、

近
年
、
各
地
区
毎
の
文
化
祭
が
増
え
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
皆
さ
ん
は
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
内
容
や

名
称
で
文
化
祭
を
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
地
域
を
元
気

に
し
よ
う
と
い
う
想
い
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
▼
こ
れ
か
ら
、
秋
も
終
わ
り
冬
支
度

に
入
る
気
配
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
秋

の
文
化
祭
に
向
け
、
何
か
を
は
じ
め
、
地

域
に
貢
献
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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Ｔ
・
Ｍ
）

隠岐の島町行事予定12月

人口と世帯数
平成 23年11月1日現在
人 口 15，610（-17）人
男 7，466 （-5）人
女 8，144（-12）人

内15 歳未満 1,777人（11.4％）
内 65歳以上 5,204 人（33.3％）
世帯数 7，302（+2) 世帯
※括弧内は前月比
転 入 11 人 出 生 6 人 そ の 他 0 人
転 出 16 人 死 亡 18 人 そ の 他 0 人

■お問い合わせ先　役場布施支所 tel： 7-4311

と　き 12月4日（日）午前 11時～午後 2時
ところ 布施町民体育館及び布施公民館

布施の新民謡「布施の里節」他民謡披露
各種催し、展示、地産品販売、各種出店など

第５回 隠岐の島町水泳競技会

と　き 12月11日（日）午前 10時～
ところ 屋内温水プール（栄町）

■お問い合わせ先　屋内温水プール tel： 2-7117

隠岐の島
カレンダー発売

発送料無料で全国へお届けします。

●価格／1冊1,000 円（税込）B3二つ折全 28 ﾍﾟー ｼﾞ
●販売場所／役場観光課・各支所・出張所
●お申し込み・お問い合わせ先
役場観光課　電話　2-8575　FAX　2-4997
Eメール　kankou@town.okinoshima.shimane.jp

隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い内容です。
ご自宅用、ご贈答用として、ぜひご利用ください。


